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目  　 的

　当所では，ブロイラーの改良と養鶏農家の素雛

購入の指針を得るため，過去30数年間にわたり，

ブロイラーの主要銘柄について産肉能力試験を実

施している１）。本試験では，県内に流通している

市販３銘柄を用い，その発育性，飼料摂取量，飼

料要求率，と体成績について検討した。

材料および方法

�　試験期間

　平成２１年９月１６日～平成２１年１１月１１日（５６日間）

�　試験区分

　供試鶏種及び羽数を表１に示した。チャンキー

及びコッブは雄雌各50羽ずつ，ハリマについては，

雄雌51羽を供試し，雌雄別飼とした。

�　供試飼料

　供試飼料の種類及び成分を表２に示した。試験

期間を通して市販のブロイラー用飼料を用いた。
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要　　　約

　ブロイラーの改良と農家経営の指針を得るため，県内で飼育されている主要４銘柄について，

平成21年９月16日から平成21年11月11日（56日間）まで，産肉能力試験を実施した。

　チャンキー及びコッブの８週齢成績について，育成率は雄94～96%,雌98～100%，雌雄平均96

～98%であった。飼料摂取量は雄平均7,186.2～7,308.6g，雌平均6,426.9～6,675.0g，雌雄平均

6,867.8～6,956.1g，飼料要求率は雄平均1.89～1.96，雌平均1.95～2.03，雌雄平均1.92～2.00で

あった。正肉歩留まりは，雄平均46.0～47.1%，雌平均48.0～49.1%，プロダクションスコアは，

雄325.0～352.5，雌282,7～317.6であった。

　ハリマの育成率は，雄96％，雌98％，飼料摂取量は雄6,702g，雌6,298g，飼料要求率は雄2.03，

雌2.24，正肉歩留まりは雄41.8％，雌41.9％，プロダクションスコアは雄281.4,雌222.3であった。
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表１　試験区分
（羽）

計♀♂銘　　柄区

1005050チャンキーⅠ1

1005050チャンキーⅡ2

1005050コッブ3

1025151ハリマ4

表２  供試飼料
（％，kcal/kg）

ME(kcal/kg)
成分（％）

種類期間
粗灰分 粗繊維粗脂肪CP

3,1506.54.54.022.0ブロイラー肥育前期用0～3週齢

3,2006.54.06.018.0ブロイラー肥育後期用4～7週齢

3,2006.54.06.018.0ブロイラー休薬用8週齢

CP・・・粗タンパク質　　ME・・・代謝エネルギー

�　飼養管理

　試験鶏舎は，平飼開放鶏舎で１室4.32㎡を使用

した。チャンキー及びコッブは各室50羽（38羽

/3.3㎡）を，ハリマは客室51羽（39羽/3.3㎡）を

各室に収容した。育雛・育成とも同一場所で飼育

した。
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　温度管理は当所の慣行に従った。育雛期から出

荷までパンケーキ型ガスブルーダーにより給温し

た。飲水はニップルドリンカーを使用し，不断給

水とした。

�　衛生管理

　ワクチネーションは，初生時：ＦＰ，ＭＤ，Ｉ

Ｂ，2週齢時：ＮＤ，3週齢時：IBD，4週齢時：

NDとした。その他の薬剤投与は当所の慣行に

従った。

�　調査項目

　調査項目は次のとおりである。

・育成率

・発育体重

・飼料摂取量

・飼料要求率

・と体成績

結果および考察

�　育成率

　育成率を表３に示した。

　各区とも雄の育成率が低かった。

�　発育体重

　発育体重は，表４のとおりである。

　8週齢時における1～3区の平均は，雄が3,819g，

雌が3,338gであり，雌雄平均は3,578gであった。

４区は，雄が3,332g，雌が2,846gであり，雌雄平

均で3,089gであった。

 

�　飼料摂取量

　飼料摂取量は表５，表６のとおりである。

　８週齢までの１羽あたりの総摂取量（表６）は，

１～３区の雄平均7,244.0g，雌平均6,564.1g，雌

雄 平 均 で6,904.0gと な っ た。４ 区 は，雄 が

6,702.0g，雌が6,298.4g，雌雄平均が6,500.2gで

あった。

�　飼料要求率

　飼料要求率は表７のとおりである。

　８週齢時における１～３区の平均は，雄が1.92，

雌が1.99，雌雄平均1.96であった。４区は，雄

2.03，雌2.24，雌雄平均2.14であった。

�　鶏舎環境

　鶏舎環境は図１のとおりである。

�　と体解体成績

　と体解体成績を，表８－１・２に示した。

　と体調査は，７週齢時と８週齢時に食鳥取引規

格に基づき実施した。調査に供試する個体は，各

区の平均体重に近いものを雄，雌各３羽ずつとし

た。なお，７週齢時の調査は，１区及び３区のみ実

表４    銘柄別発育体重
（ｇ）

８76530
週齢

区・性

3,8863,3482,6601,95974847♂１

3,4682,9892,4411,83875547♀

3,6773,1692,5511,89975247平均

3,7163,3802,7972,14483641♂２

3,2802,9442,4591,91080940♀

3,4983,1622,6282,02782341平均

3,8553,4412,8242,13584737♂３

3,2652,8532,3701,85579437♀

3,5603,1472,5971,99582137平均

3,8193,3902,7602,07981042♂１・２・３

3,3382,9292,4231,86878641♀区平均

3,5783,1592,5921,97479842♂♀

3,3322,9142,4221,86273238♂４

2,8462,5102,0731,58468040♀

3,0892,7122,2481,72370639平均

表３   育成率
（%）

平均♀♂区

98100961

9798962

9698943

9798964
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施した。

　７ 週齢における正肉歩留まりは，１・３区平均

で雄45.2%，雌46.0%，雌雄平均45.6%であった。

また，腹腔内脂肪は雄1.6%，雌2.9%，雌雄平均

2.2%であった。

　８週齢における正肉歩留まりは，１～３区平均

で雄46.6%，雌48.7%，雌雄平均47.6%であり，４

区は41.8%，41.9%，雌雄平均41.9%であった。腹

腔内脂肪は１～３区平均で雄2.4%，雌2.9%，雌雄

平均2.6%であった。4区は，雄2.8%，雌3.7%，雌

雄平均3.2%となった。

�　経済性

　経済性については，７・８週齢時の出荷について

調査し，表９－１・２に示した。

表６　期間別飼料摂取量
（g/羽）

計8週齢
４～７
週齢

０～３
週齢

期間
区・性

7,237.11,467.24,795.0974.9♂１
6,675.01,340.54,374.3960.2♀
6,956.11,403.94,584.7967.6平均
7,186.21,174.64,910.51,101.1♂２
6,590.31,216.64,348.41,025.3♀
6,888.31,195.64,629.51,063.2平均
7,308.61,302.04,931.51,075.1♂３
6,426.91,208.94,213.31,004.7♀
6,867.81,255.54,572.41,039.9平均
7,244.01,314.64,879.01,050.4♂１・２・３
6,564.11,255.34,312.0996.7♀区平均
6,904.01,285.04,595.51,023.6♂♀
6,702.01,339.84,371.5990.7♂4
6,298.41,222.24,161.5914.7♀
6,500.21,281.04,266.5952.7平均

表７　飼料要求率

87653
週齢

区・性
1.891.751.651.561.39♂１
1.951.811.701.611.36♀
1.921.781.681.591.38平均
1.961.801.691.581.38♂２
2.031.851.721.601.33♀
2.001.831.711.591.36平均
1.911.761.671.571.33♂３
1.991.851.741.631.33♀
1.951.811.711.601.33平均
1.921.771.671.571.37♂１・２・３
1.991.841.721.611.34♀区平均
1.961.801.701.591.35平均
2.031.861.711.541.43♂４
2.242.061.921.781.43♀
2.141.961.821.661.43平均

図１　鶏舎気象

表５  １羽１日あたりの飼料摂取量
（g/羽/日）

休薬用後期用前期用種類・週齢
区・性 87654321

209.6209.5187.5167.6120.478.744.020.0♂１
191.5179.1170.6154.6120.679.442.218.9♀
200.6194.3179.1161.1120.579.143.119.5平均
167.8192.7192.1178.4138.389.751.020.9♂２
173.8173.8165.9158.3123.283.347.319.8♀
170.8183.3179.0168.4130.886.549.220.4平均
186.0191.6195.2178.0139.788.550.219.3♂３
172.7163.8158.0153.1127.081.947.518.3♀
179.4177.7176.6165.6133.485.248.918.8平均
187.8197.9191.6174.7132.885.648.420.1♂１・２・３区平均
179.3172.2164.8155.3123.681.545.719.0♀
183.6185.1178.2165.0128.283.647.019.5♂♀
191.4185.2179.5134.2125.680.745.918.8♂４
174.6167.8165.3145.7115.775.140.718.1♀
183.0176.5172.4140.0120.777.943.318.5平均
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　７週齢において，１羽あたりの収益は１～３区

の平均が雄143.0円，雌99.6円，雌雄平均121.3円

であり，４区では，雄95.4円，雌47.0円，雌雄平均

71.2円となった。これらを１kgあたりの収益に

換算すると，１～３区平均では雄42.2円，雌34.0

円，雌雄平均38.4円，4区では雄32.7円，雌18.7円，

雌雄平均26.3円となった。

　８週齢において，１羽あたりの収益は１～３区

の平均が雄154.1円，雌110.1円，雌雄平均132.1

円であり，４区では，雄103.8円，雌47.7円，雌雄

平均75.8円となった。これらを１kgあたりの収

益に換算すると，１～３区平均では雄40.3円，雌

33.0円，雌雄平均36.9円，４区では雄31.1円，雌

16.8円，雌雄平均24.5円となった。

　また，７週齢と８週齢の収支試算結果を比較す

ると，１～３区の平均において，１羽あたりの収益

は８週齢の方が優れていたが，kgあたり収益及び

プロダクションスコアは７週齢の方が優れた結果

となった。４区においても同様に，１羽あたりの

収益は８週齢が優れていたが，kgあたり収益及び

プロダクションスコアは７週齢が優れていた。

　ブロイラーの能力は毎年向上しており，今後も

継続調査を実施すると共に，ブロイラ－の能力に

見合った飼養管理技術の改善を図る必要がある。
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表８ー１　と体成績（７週齢時）
（体重：ｇ，その他：％）

腹腔内
脂肪

可食内臓骨付き
手羽

正肉歩留と体
歩留

と体重生体重
項目

区・性 計肝臓筋胃心臓計ささみももむね

1.83.62.01.30.4 8.544.14.121.118.996.03,1823,313♂１

2.64.12.51.30.4 8.344.44.319.820.296.12,8352,950♀

2.23.92.21.30.4 8.444.24.220.519.596.13,0083,132平均

1.33.62.11.10.48.3 46.34.519.622.196.63,3143,430♂３

3.24.02.51.10.3 5.2 47.74.520.223.096.92,7272,813♀

2.33.82.31.10.4 6.847.04.519.922.596.83,0203,122平均

1.63.62.01.20.48.4 45.24.320.420.596.33,2483,372♂１・３区平均

2.94.12.51.20.36.8 46.04.420.021.696.52,7812,882♀

2.23.82.31.20.4 7.6 45.64.420.221.096.43,0143,127♂♀

表８－２　と体成績（８週齢時）
（体重：ｇ，その他：％）

腹腔内
脂肪

可食内臓骨付き
手羽

正肉歩留と体
歩留

と体重生体重
項目

区・性 計肝臓筋胃心臓計ささみももむね

2.13.01.61.10.38.646.84.523.219.196.33,6963,837♂１

2.93.42.01.10.37.948.04.721.521.896.13,3093,443♀

2.53.21.81.10.38.347.44.622.320.596.23,5033,640平均

2.73.01.80.90.38.846.04.622.119.397.63,6093,697♂２

2.83.42.11.00.37.949.14.721.323.196.13,1273,253♀

2.73.21.90.90.38.347.64.621.721.296.93,3683,475平均

2.52.91.61.00.38.247.14.421.121.697.03,6743,787♂３

2.93.21.90.90.38.048.95.020.822.595.53,0873,233♀

2.73.01.71.00.38.148.04.721.022.396.23,3803,510平均

2.42.91.61.00.38.646.64.522.120.097.03,6603,773♂１・２・３区平均

2.93.32.01.00.37.948.74.821.222.795.93,1743,310♀

2.63.11.81.00.38.247.64.621.721.396.43,4173,542♂♀

2.83.92.31.30.38.241.83.521.017.394.73,1343,310♂４

3.73.92.41.20.48.341.93.921.117.095.22,6722,807♀

3.23.92.31.30.48.341.93.721.017.195.02,9033,058平均
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表９－１　収支試算表（７週齢出荷）
（円）

収益性
PS

支出
収入

区・性 kgあたり１羽あたり計光熱費等飼料費素ヒナ代

43.0143.9374.9358.434244.480502.3♂１

36.1107.9337.0340.434226.480448.3♀

39.7125.9356.0349.434235.480475.3平均

40.7137.7375.5369.334255.380507.0♂２

33.6  99.0318.2342.534228.580441.5♀

37.4118.3346.5355.934241.980474.2平均

42.8147.3375.1368.934254.980516.2♂３

32.2  92.0308.4336.034222.080427.9♀

38.0119.6341.6352.434238.480472.1平均

42.2143.0375.2365.534251.580508.5♂１－３区平均

34.0  99.6321.2339.634225.680439.2♀

38.4121.3348.0352.634238.680473.9♂♀

32.795.4307.0341.834227.880437.2♂４

18.7  47.0243.7329.434215.480376.5♀

26.3  71.2273.9335.634221.680406.8平均

注　１）収入：1羽あたり平均体重（kg）×150円
　　２）飼料費：前期用49円/kg，休薬用39円/kgで試算
　　３）光熱費等内訳：衛生費16円/羽、光熱費その他等18円/羽で試算
　　４）PS：プロダクションスコア＝（出荷時体重×育成率）÷（飼料要求率）×（出荷日齢）×100
　　５）収益性：収入－支出

表９－２　収支試算表（８週齢出荷）
（円）

収益性
PS

支出
収入

区・性 kgあたり１羽あたり計光熱費等飼料費素ヒナ代

42.5165.3352.5417.636301.680582.9♂１

36.2125.5317.6394.736278.780520.2♀

39.5145.4335.1406.136290.180551.6平均

37.8140.3325.0417.136301.180557.4♂２

30.5100.0282.7392.036276.080491.9♀

34.3120.1303.7404.536288.580524.7平均

40.6156.6338.8421.636305.680578.2♂３

32.0104.6287.1385.136269.180489.8♀

36.7130.6313.0403.436287.480534.0平均

40.3154.1338.7418.836302.880572.8♂１－３区平均

33.0110.1295.8390.636274.680500.6♀

36.9132.1317.3404.736288.780536.7♂♀

31.1103.8281.4396.036280.080499.8♂４

16.8  47.7222.3379.136263.180426.8♀

24.5  75.8250.6387.636271.680463.3平均

注　１）収入：1羽あたり平均体重（kg）×150円
　　２）飼料費：前期用49円/kg、休薬用39円/kgで試算
　　３）光熱費等内訳：衛生費16円/羽、光熱費その他等20円/羽で試算
　　４）PS：プロダクションスコア＝（出荷時体重×育成率）÷（飼料要求率）×（出荷日齢）×100
　　５）収益性：収入－支出


